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政府のGoToトラベルキャンペーンと秋の行楽シーズンに

より新幹線に、ご乗車になるお客様が増えています。嬉し

く思う反面、気になるのは車内が三密の状態になっている

ことです。何らかの対策を、考えるべきではないでしょう

か？

全国での一日の新規感染者が2000人を超えて第三波と言

われています。すでに、ほとんどの飲食店や店舗では三密

を避けるための処置が施されています。新幹線でも多くの、

臨時列車が運行されてますが何ら対策を取っていません。

三密状態を避けるためにも、当面の間、指定席の「Ｂ席」

と「Ｄ席」の発売を停止するなど緊急の具体策が必要です。

地本は、お客様と乗務員の安全を求めて会社に対し以下

の「申」18号を申し入れました。

私たちは、お客様が安心して乗車で
きる環境改善と社員が安心して働ける
ように積極的に取り組んでいきま
す！！
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新幹線車内の三密対策に関する申し入れ

政府のＧｏＴｏトラベルキャンペーンと秋の行楽シーズンにより、新幹線のお客様が増加

している状況がある。指定席の乗車率が９０パーセントを超える列車もあり、車内が三密状

態になっていてコロナ感染の危険性が高まっている。まさに危機的状態と言える。私たち東

海労は、お客様の安全を最優先に考え三密を避ける対策を求める。

以下のように申し入れるので早急に団体交渉の場を設置すること。

記

１．１１月１日以降の「のぞみ号・ひかり号・こだま号」の乗車人員と乗車率を明らかにす

ること。

２．全国での一日のコロナ感染者が２０００人を超えている。今後も感染者の増大が予測さ

れている中で、お客様に対してのコロナ感染予防の対策を考えているのかどうか明らか

にすること。具体的な対策内容を明らかにすること。

３．車内で業務する車掌に対するコロナ感染の危険が高くなっている。新たに車内における

コロナ感染予防の対策を考えているのかどうか明らかにすること。具体的な対策内容を

明らかにすること。

４．乗車率が９０パーセントを超える列車が、列車種別や時間帯に関係なく見受けられる。

何らかの処置を講ずる必要があると考える。会社としての見解を明らかにすること。

５．車内における三密対策として、当面の間、指定席のＢ席とＤ席の発売を中止するこ

と。

以上


